














要約 わが国で実施されている内分泌・代謝疾患マススクリーニングの中からフェニールケ

トン尿症スクリーニングを選び,経済的評価を実施した。評価方法としては費用-便益分析

(cost-benefit analysis,CBA)を用いた。120 万人の新生児を分析対象として設定し,疾患

の発生率を 1/80,500とした。判断分析(decision analysis)により問題を構造化するとと

もに,費用と便益に関する項目の把握と実態調査を実施した。その結果,フェニールケトン

尿症スクリニング・プログラムの費用-便益比は 1:2.5,純便益は 3,400 万円(1 患者当たり)

であった。したがってこのプログラムは効率的であることが認められた。さらに,発生率を

1/60,000 から 1/140,000 まで変化させて感度分析(sensitivity analysis)を実施しても,

費用-便益比は 1を越え,純便益は正の値を示し,分析の結論に変化は認められず,安定して

いることが示された。 


